
研究主題：主体的、対話的で深い学びの実現を目指して（３年次） 

 

 

 

 

 

 

何を研究しますか？ 
以前の通信で、題（↑）をあえて疑問形にすることで、先生方に興味を持って読んでもら

うようにしていると書いたことがあります。「どうして、～？」「なぜ、～？」これが、探究

のスタートですよね。 

 

【探究のサイクル】課題設定→情報収集→整理分析→まとめ・表現 

 

私は、授業も同じなのではないかなと考えています。授業の冒頭もしくは単元の冒頭で、

いかに子どもたちが興味を示す「？」をもてるようにするか。これで授業の７、８割は決ま

るのではないかと個人的には思っています。 

 

さて、今年度から取り組んでいただく学校研究としての「個人研究」も、ぜひ同じように

進めていただきたいと思っています。先生方の今頭の中にある「？」は何ですか？ただし、

子どもたちのような「どうして～？」「なぜ～？」という文脈には当てはめない方がいいよ

うに思います。「どうして、子どもたちは○○できないのか？」「なぜ、私の〇〇はダメなの

か？」とマイナスになりがちだからです。 

 

もちろん現状や課題としてマイナスな面を確認することは大事ですが、テーマは前向きに

いきましょう。何てったって「楽しい学校」を谷地南部小は目指しているのですから。ぜひ、

「どうしたら～？」や「どのように～？」「○○するためには？」を考えてみましょう。 

 

研究全体会でも、お話をした「個人研究」の先進校（東京都東村山市立青葉小学校）のテ

ーマを裏面に載せておきます。ぜひ参考にしてみてください。もし困ったときには、いつで

もご相談ください。 

 

それでは、ＧＷ明けに、みなさんの「やってみたい」がつまったテーマを聞かせていただ

けることを楽しみにしています。どうせやるなら、楽しくやりましょう。でも、ほどほどに。 
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